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ワークショップは以下のとおり、開催された。 
 
報告者および題目 
3 月 5 日（木） 
1. 里村卓也（慶應義塾大学商学部） 
 「消費者の離散・連続選択モデルの研究」 
2. 佐藤栄作（千葉大学大学院人文社会研究科）、里村卓也（慶應義塾大学商学部）、 

中村 博（中央大学戦略経営研究科）、野際大介（福井工業大学工学部） 
 「消費者の SHOP 選択行動モデルの研究」 
3. 辻本法子（桃山学院大学経営学部） 
 「観光土産のオンラインリピート購買に関する研究」 
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3 月 6 日（金） 
1. 森田裕之（大阪府立大学経済学部） 
 「購買選好度減衰曲線を用いた選択多様性解析とその応用」 
2. 鶴見裕之（横浜国立大学経営学部） 
 「Web コミュニケーション・データのマーケティング活用」 
 
ワークショップの討論内容 
本ワークショップでは広く消費者行動に関するモデル分析に関する研究報告ならびにデ

ィスカッションを行った。例えば、里村氏は離散選択モデルと連続選択モデルのハイブリ

ッド型の選択モデルの提案を発表した。また、辻本氏は観光土産のリピート購買に関する

報告を行った。近年注目を集めている中国人旅行客の帰国後のネット購買に関するもので

ある。「被験者の属性が偏りはないか」や「日本人との比較になっているが米国人、欧州人

との比較の方がよいのではないか」などの指摘を元に議論があった。 
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